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住
ま
い
か
ら
見
る
貧
困

区
は
、
計
画
策
定
の

た
め
に
「
区
民
ア
ン
ケ
ー

ト
（
2
0
1
6
年
6
月
、

区
内
在
住
の
20
歳
以
上

2
5
0
0
人
を
対
象
に

無
作
為
抽
出
）」
を
実
施

し
ま
し
た
。
20
代
の
44
・

１
％
と
70
代
以
上
の
約

６
割
が
年
収
３
０
０
万

円
未
満
の
低
所
得
世
帯

に
あ
た
る
結
果
で
す
。

住
宅
費
負
担
に
つ
い
て

70
代
以
上
で
は
「
生
活

必
需
品
を
切
り
詰
め
る

ほ
ど
苦
し
い
」
が
17
・

４
％
で
す
。
ま
た
、
最

低
居
住
面
積
水
準
を
満

た
し
て
い
な
い
世
帯
が

10
・
７
％
も
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

ま
す
。

20
代
の
６
割
が
家
賃

助
成
を
求
め
る

若
い
世
代
が
、
低
賃

金
と
家
賃
負
担
を
理
由

に
自
立
で
き
な
い
実
態

は
深
刻
で
す
。
就
職
し

て
も
37
％
が
非
正
規
、

ブ
ラ
ッ
ク
な
仕
事
の
広

が
り
と
数
百
万
円
も
の

奨
学
金
返
済
の
負
担
に

苦
し
む
若
者
へ
の
支
援

は
待
っ
た
な
し
で
す
。

区
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

20
代
の
60
・
２
％
が
「
住

ま
い
の
確
保
や
家
賃
負

担
軽
減
へ
の
支
援
」
を

求
め
て
い
ま
す
。

年
金
生
活
の
高
齢
者

層
で
も
70
代
以
上
の
38
・

６
％
が
「
低
所
得
者
の

た
め
の
公
営
住
宅
の
整

備
」
を
希
望
し
て
い
ま

す
。
値
上
げ
を
続
け
る

Ｕ
Ｒ
賃
貸
住
宅
の
蓮
根

団
地
で
は
、「
家
賃
が
月

15
万
円
に
な
っ
て
、
年

金
で
は
と
て
も
暮

ら
せ
な
い
」
と
悲

鳴
が
上
が
っ
て
い

ま
す
。

住
ま
い
は
生
存

権
の
土
台

区
議
団
は
、
公

営
住
宅
の
増
設
と

賃
貸
住
宅
へ
の
家

賃
助
成
の
実
施
を

求
め
て
質
問
や

条
例
提
案
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
区

は
「
公
営
住
宅
は

１
戸
も
増
や
さ
な

て
き
ま
し
た
。
今
後
の

計
画
も
、
公
営
住
宅
の

供
給
戸
数
は
増
や
さ
ず
、

高
齢
者
け
や
き
苑
な
ど

の
民
間
借
上
げ
住
宅
は

順
次
返
還
し
、
区
営
住

宅
の
建
替
え
時
に
集
約

す
る
方
針
で
す
。

住
ま
い
は
、
生
活
の

基
本
で
す
。
憲
法
25
条

が
保
障
す
る
生
存
権
の

土
台
と
し
て
、
負
担
可

能
な
費
用
で
文
化
的
な

住
宅
に
住
む
権
利
を
保

障
す
る
立
場
で
、
住
宅

政
策
の
転
換
こ
そ
必
要

で
す
。

jcp-itabashi.gr.jp

い
」「
現
金
給
付
は
行
わ

な
い
」
と
し
て
、
区
民

の
声
に
背
を
向
け
続
け

区
が
「
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
第
５
次
）」
の
策

定
を
進
め
て
い
ま
す
。
区
の
検
討
は
、「
ず
っ
と
住
む

な
ら
、
板
橋
区
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
誇
れ
る
町
を
創
出
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
名

称
を
「（
仮
称
）
板
橋
区
住
ま
い
の
未
来
ビ
ジ
ョ
ン

２
０
２
５
」
に
変
え
、
今
年
度
中
の
策
定
を
目
指
し
て

い
ま
す
。今
年
秋
ご
ろ
に
策
定
案
を
発
表
し
、パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
す
る
予
定
で
す
。

60％ 40％
・低所得者の
　ための公営
　住宅の整備

・住まいの
　確保

・家賃負担
軽減への支援

｢（仮）板橋区住まいの未来ビジョン 2025｣策定のための区民アンケート調査より

20歳代 80歳代

※〈複数回答可〉

上板橋のお祭り

夏といえば祭り。7月9日に上板橋北口商店街でおこなわれた第１５回「マイスター
夏祭り」は家族連れなど多くの人達で賑わいました。そんな暑い季節に食べたく
なるのが「かき氷」。美味しそうに食べている子どもたちの姿がとても印象的でした。

相談者と対話する山内区議
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7
月
18
日
、
日
本
共
産

党
板
橋
区
議
団
と
同
板

橋
地
区
委
員
会
は
、
区

長
に
対
し
、「
2
0
1
7

年
度
補
正
予
算
に
対
す

る
緊
急
要
望
お
よ
び

2
0
1
8
年
度
予
算
に

対
す
る
重
点
要
望
」
を

提
出
し
ま
し
た
。
と
り

ま
と
め
た
要
望
書
の

2
2
2
項
目
に
つ
い
て

吉
田
豊
明
政
調
会
長
か

ら
区
長
に
対
し
、
説
明

を
行
い
ま
し
た
。

総
務
省
が
発
表
し
た

5
月
の
家
計
調
査
に
よ

れ
ば
、
消
費
支
出
は
実

質
で
前
年
同
月
比
0

・

1
％
減
少
、
21
ヶ
月
連

続
の
マ
イ
ナ
ス
を
続
け

て
い
ま
す
。
収
入
が
伸

び
ず
、
消
費
を
控
え
る

区
民
の
も
と
に
、
国
民

健
康
保
険
料
の
請
求
が

届
き
、
多
く
の
問
い
合

わ
せ
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
命
を
守
る
保
険

料
の
負
担
が
区
民
生
活

を
圧
迫
す
る
事
態
で
す
。

「
要
望
書
」
は
、
板
橋
区

▼
大
和
町
交
差

点
は
か
つ
て
大

気
汚
染
全
国

ワ
ー
ス
ト
１
の

交
差
点
だ
っ

た
。
▼
平
成
８

年
、
大
気
汚

染
の
改
善
を
求
め
、
東
京
大

気
汚
染
公
害
裁
判
が
始
ま
っ

た
。
平
成
19
年
に
和
解
が
成

立
、
20
年
に
東
京
都
に
よ
る

医
療
費
助
成
制
度
が
始
ま
っ

た
。
▼
あ
の
大
和
町
交
差
点

も
様
々
な
対
策
が
取
ら
れ
て

ワ
ー
ス
ト
１
で
は
な
く
な
っ

た
が
、
平
成
26
年
度
の
測
定

値
は
二
酸
化
窒
素
１
日
平
均

値
年
間
98
％
は
全
国
ワ
ー
ス

ト
４
位
、
徴
小
粒
子
状
物
質

は
全
国
ワ
ー
ス
ト
２
位
だ
。

と
こ
ろ
が
東
京
都
は
財
源
を

理
由
に
、
新
規
患
者
に
つ
い

て
は
平
成
27
年
度
で
医
療
費

助
成
を
中
止
。
す
で
に
受
け

て
い
る
患
者
は
来
年
の
春
以

降
自
己
負
担
導
入
と
し
た
。

▼
大
気
汚
染
の
主
要
原
因
は

自
動
車
の
排
ガ
ス
だ
。
も
う

け
優
先
政
策
に
よ
っ
て
悪
化

し
た
大
気
汚
染
に
よ
り
、
脅

か
さ
れ
て
い
る
命
に
国
も
都

も
責
任
を
持
つ
べ
き
だ
。
ぜ

ん
そ
く
発
作
で
息
が
で
き
な

く
な
る
恐
怖
を
未
来
に
残
し

て
は
な
ら
な
い
。
医
療
費
助

成
を
国
策
と
し
て
実
施
を
！

　
　
　
　
（
か
な
ざ
き
文
子
）

各
種
証
明
書
交
付

の
た
め
の

が
最
も
身
近
な
自
治
体

と
し
て
、
区
民
の
く
ら
し

に
寄
り
添
い
、
不
要
不

急
の
再
開
発
で
は
な
く
、

保
育
園
の
待
機
児
対
策
、

高
す
ぎ
る
保
険
料
の
区

独
自
の
軽
減
策
等
、
切
実

な
区
民
要
求
に
応
え
る

こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

提
出
に
あ
た
っ
て
、
竹

内
愛
幹
事
長
は
「
今
回
の

要
望
書
に
は
、
区
内
の
団

体
や
個
人
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
要
望
が
た
く
さ
ん

盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

板
橋
区
役
所
な
ど
区
内

20
ヶ
所
に
設
置
さ
れ
た
自

動
交
付
機
は
、
区
民
カ
ー

ド
を
使
用
し
、
住
民
票
や

印
鑑
証
明
な
ど
を
発
行
す

る
サ
ー
ビ
ス
を
お
こ
な
っ

て
き
ま
し
た
。
２
０
０
５

年
か
ら
13
年
間
で
24
万
枚

以
上
の
区
民
カ
ー
ド
を
交

付
し
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
板
橋
区
は
「
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
す

れ
ば
コ
ン
ビ
ニ
で
も
利
用

で
き
る
」
と
し
て
今
年
９

月
30
日
に
、
自
動
交
付
機

と
区
民
カ
ー
ド
を
廃
止
す

る
こ
と
を
発
表
し
ま
し

た
。
区
が
利
用
を
推
進
す

る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
申
請
は
5
万
8
千
枚
に

留
ま
っ
て
い
ま
す
。
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て

政
府
は
、
健
康
保
険
証
や

各
種
免
許
証
と
一
体
化
す

る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
民
間
か
ら
は
、

銀
行
カ
ー
ド
や
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
の
一
体
化
ま
で
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

共
産
党
区
議
団
は
反
対

そ
も
そ
も
、
自
動
交
付

機
は
区
民
の
利
便
性
向
上

の
た
め
に
設
置
さ
れ
た
も

の
で
す
。
区
役
所
な
ど
の

窓
口
が
終
了
し
て
も
午
後

９
時
ま
で
使
用
可
能
だ
っ

た
こ
と
か
ら
多
く
の
区
民

に
利
用
さ
れ
て
き
ま
し

自
動
交
付
機
な
く
な
る

た
。板

橋
区
は
、
自
動
交
付

機
を
廃
止
す
る
た
め
の
議

案
を
第
２
回
定
例
会
に
提

出
。
日
本
共
産
党
は
「
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
」「
個

人
情
報
流
出
」
の
危
険
性

を
指
摘
し
議
案
に
反
対
し

ま
し
た
。
そ
の
他
、
無
所

属
も
反
対
し
、
市
民
ク
ラ

ブ
は
2
人
が
退
席
し
ま
し

た
。

緊
急
・
重
点
要
望
を
区
長
に
提
出

区
民
の
要
求
か
な
う
施
策
を是

非
区
民
の
声
を
受
け

止
め
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。
区
長

は
「
安
心
安
全
は
も
と

よ
り
区
民
の
く
ら
し
の

充
実
の
た
め
、
要
望
に

こ
た
え
ら
れ
る
よ
う
区

と
し
て
も
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
」
と
答
え

ま
し
た
。

日
本
共
産
党
板
橋
地
区

委
員
会
佐
々
木
健
市
地

区
委
員
長
も
同
席
し
ま

し
た
。

自動交付機区長に緊急・重点要望を提出する区議団
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板
橋
区
議
会
は
、
任
期

折
り
返
し
と
な
る
今
年
、

新
た
な
テ
ー
マ
に
よ
る
4

つ
の
特
別
委
員
会
を
設
置

し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
の

一
つ
が
「
子
ど
も
の
貧
困

対
策
」
調
査
特
別
委
員
会

で
す
。
設
置
期
間
は
2
年

間
で
、
計
8
回
の
審
議
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
貧
困
が
社
会

問
題
と
な
り
、
国
も
そ
の

対
策
の
た
め
の
法
整
備
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
板

橋
区
に
お
い
て
は
、
策
定

中
の
『
子
ど
も
・
若
者
支

援
計
画
』
の
重
点
施
策
と

し
て
、『
子
ど
も
の
貧
困
対

策
』
を
位
置
づ
け
る
と
し

6
月
21
日
に
開
か
れ
た
、

第
2
回
定
例
区
議
会
最
終

本
会
議
に
お
い
て
、
共
産

党
区
議
団
が
提
案
し
た『
児

童
相
談
所
運
営
に
お
け
る

専
門
的
人
材
と
財
政
支
援

の
充
実
を
求
め
る
意
見
書
』

が
全
会
派
一
致
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
提
出
先
は
、

国
及
び
東
京
都
で
す
。

児
童
相
談
所
は
、
現
在
、

東
京
都
に
よ
り
設
置
・
運

営
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
国

が
示
す
50
万
人
に
1
か
所

の
設
置
に
は
至
っ
て
お
ら

ず
、
児
童
相
談
所
の
不
足

が
問
題
と
な
っ
て
き
ま
し

た
。
国
は
、
設
置
を
促
す

た
め
、
特
別
区
で
も
新
た

に
設
置
・
運
営
で
き
る
よ

う
、
法
改
正
を
行
い
ま
し

て
い
ま
す
。
区
議
会
に
お

い
て
も
、
多
く
の
会
派
か

ら
『
子
ど
も
の
貧
困
対
策
』

に
関
す
る
質
問
や
提
案
が

な
さ
れ
る
な
ど
、
関
心
が

高
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
共

産
党
区
議
団
は
、
こ
う
し

た
状
況
を
踏
ま
え
、
議
会

で
の
議
論
を
深
め
、
議
会

と
し
て
の
提
言
を
ま
と
め

る
た
め
、
特
別
委
員
会
の

設
置
を
提
案
し
、
全
会
派

一
致
で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

本
委
員
会
で
は
、
子
ど

も
の
貧
困
対
策
に
関
す
る

個
別
事
業
に
加
え
、
児
童

相
談
所
に
つ
い
て
も
審
議

し
ま
す
。
子
ど
も
の
貧
困

の
現
状
を
共
有
し
、
求
め

ら
れ
る
支
援
が
施
策
に
活

か
さ
れ
る
よ
う
、
積
極
的

な
議
論
・
提
案
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

た
。
こ
れ
を
受
け
、
区
は
、

2
0
2
1
年
度
に
児
童
相

談
所
の
開
設
を
目
指
し
、

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
高
い
専

門
性
が
必
要
な
職
員
の
確

保
や
育
成
、
新
た
な
事
務

の
拡
大
、
増
大
す
る
財
政

負
担
を
ど
う
す
る
の
か
が

大
き
な
課
題
で
す
。
児
童

相
談
所
は
、
本
来
、
都
の

今
年
度
の
国
民
健
康

保
険
料
額
の
通
知
が
加

入
者
に
送
付
さ
れ
、
翌

日
６
月
20
日
～
７
月
３

日
ま
で
に
、
８
、８
２
６

件
の
問
い
合
わ
せ
が
殺

到
し
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
、「
収
入

が
変
わ
ら
な
い
の
に
な

ぜ
保
険
料
が
上
が
っ
た

の
か
」「
収
入
が
な
い

の
に
保
険
料
を
払
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
」

「
会
社
を
辞
め
て
収
入
が

減
っ
た
の
に
保
険
料
が

高
い
」「
年
金
は
変
わ
ら

な
い
の
に
ど
う
し
て
保

険
料
が
上
が
る
の
か
」

な
ど
な
ど
で
す
。

収
入
の
１
割
を
超
え

る
保
険
料

改
定
さ
れ
た
一
人

当
た
り
の
平
均
保

険
料
は
、
前
年
度

９
万
３
３
４
８
円
に
対

し
、
10
・
８
％
も
の
増

で
10
万
３
、４
２
1
円
で

す
。
保
険
料
額
の
一
例

で
は
、
給
与
所
得
で
年

収
2
0
0
万
円
世
帯
、

夫
45
歳
、
妻
と
子
ど
も

の
３
人
世
帯
で
は
介
護

保
険
料
分
も
入
っ
て

24
万
２
５
５
０
円
で
す
。

収
入
の
１
割
を
超
え
る

負
担
額
で
生
活
を
大
き

く
圧
迫
し
て
い
ま
す
。

高
す
ぎ
る
保
険
料
の

要
因
は
、
東
京
都
が
保

険
料
の
軽
減
の
た
め
に

出
し
て
い
た
補
助
金
の

カ
ッ
ト
や
、
保
険
料
の

計
算
方
式
や
算
定
基
礎

と
す
る
対
象
を
変
更
し

て
、
保
険
料
額
が
引
き

上
が
る
仕
組
み
を
23
区

長
会
が
取
り
入
れ
て
き

た
こ
と
で
す
。
何
よ
り

も
、
国
庫
負
担
を
大
幅

に
削
減
し
て
き
た
こ
と

で
す
。

区
議
団
は
、
負
担
軽

減
を
提
案

区
議
団
は
区
長
提
案

の
保
険
料
引
き
上
げ
議

案
に
対
し
て
、
負
担
が

増
え
る
分
を
区
が
助
成
す

る
「
福
祉
助
成
金
支
給
条

例
」
を
提
案
し
ま
し
た
。

市
民
ク
ラ
ブ
と
無
所
属
が

賛
同
し
ま
し
た
が
、自
民
・

公
明
・
民
進
・
無
会
派
に

よ
っ
て
「
否
決
」
さ
れ
ま

し
た
。

今
後
都
道
府
県
単
位
化

『
児
童
相
談
所
へ
の
支
援
を
求
め
る
意
見
書
』

全
会
派
一
致
で
提
出

子どもの貧困対策調査委員
大田伸一区議

「
保
険
料
が
高
い
！
」
問
い
合
わ
せ
２
週
間
で
８
８
２
６
件

かなざき文子区議

へ
の
変
更
が
行
わ

れ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
そ
の
最
大

の
目
的
は
国
が
国

保
へ
の
財
政
負
担

を
削
る
こ
と
に
あ

り
、
ま
す
ま
す
保

険
料
の
負
担
が
増

え
る
こ
と
が
危
惧

さ
れ
ま
す
。

か
な
ざ
き
文
子

区
議
は
、「
本
来
、

命
を
守
る
は
ず
の

国
民
健
康
保
険
事

業
が
高
す
ぎ
る
保

険
料
の
た
め
に
、

命
を
う
ば
う
事
態

は
避
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
政

治
の
転
換
が
必
要

で
す
。」
と
語
っ
て

い
ま
す
。

責
任
で
設
置
・
運
営

す
べ
き
で
す
。
し
か

し
、
区
が
設
置
す
る

う
え
で
も
国
や
都
の

支
援
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
日
本
共
産
党
区

議
団
は
、
十
分
な
体

制
で
開
始
で
き
る
よ

う
引
き
続
き
求
め
て

い
き
ま
す
。
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板橋区では、区内在住の65才以上の
高齢者のうち、氏名・緊急連絡先等の
情報を区に登録していただいた方を対象
に、登録番号が表示されたキーホルダー
を配布しています。
キーホルダーを常に携帯することで、

高齢者が外出先で突然倒れたり、認知
症等により徘徊して保護されたりした際
にも、警察・消防・医療機関等がキーホ
ルダーの登録番号を、おとしより相談セ
ンターに連絡することで、身元を確認し、
緊急連絡先につなげることができるよう
にするものです。あわせて、高齢者の外
出の不安を取り除くことにより、閉じこ
もり予防や介護予防にもつながるもので
す。
65才未満の方でも、若年認知症で心

日本共産党の生活・法律相談　気軽にお電話ください

い
わ
い
桐
子
事
務
所

高
島
平
7–

20–

17– 

1
0
2

℡ 

6
9
0
4–

0
4
4
8

高
島
平
1
～
9
丁
目(

2
丁
目
除
く)

、
蓮

根
1
～
3
丁
目
、
新
河
岸
1
～
3
丁
目
、

四
葉
1
～
2
丁
目

大
田
伸
一
事
務
所

前
野
町
２–

27–

８　

℡
３
５
５
８–

７
３
１
０

前
野
町
１
～
６
丁
目
、常
盤
台
１
～
３
丁
目
（
１

丁
目
60
番
～
68
番
除
く
）、
志
村
１
～
２
丁
目
、

中
台
サ
ン
シ
テ
ィ

か
な
ざ
き
文
子
事
務
所

双
葉
町
６–

12　
　

℡
３
９
６
１–

９
７
７
１

宮
本
町
、
大
和
町
、
富
士
見
町
、
双
葉
町
、
中

板
橋
、
弥
生
町
、
仲
町
、
栄
町
、
氷
川
町
、
常

盤
台
１
丁
目
60
番
～
68
番
、
南
常
盤
台

吉
田
豊
明
事
務
所

成
増
１–

５–

24　

℡
３
９
７
５–

５
５
０
６

赤
塚
１
～
８
丁
目
、
大
門
、
赤
塚
新
町
１
～
３

丁
目
、
成
増
１
～
５
丁
目
、
三
園
１
～
２
丁
目

小
林
お
と
み
事
務
所

本
町
30–

５　

℡
３
９
６
２–

７
３
８
２

蓮
沼
町
、
大
原
町
、
泉
町
、
清
水
町
、
本
町
、

稲
荷
台
、
仲
宿
、
小
豆
沢
1
～
4
丁
目

竹
内
愛
事
務
所

高
島
平
事
務
所 

高
島
平
7-

20-

17-

1
0
2

℡ 

5
9
9
7-

0
7
8
8

徳
丸
事
務
所 

徳
丸
2-

28-

2

℡ 

5
9
2
0-

4
1
3
0

高
島
平
2
丁
目
、
徳
丸
1
～
8
丁
目

荒
川
な
お
事
務
所　

か
み
い
た
セ
ン
タ
ー 

常
盤
台
4-

35-

4

℡ 

3
9
3
4-

5
0
1
6

坂
下
事
務
所 

坂
下
1-

26-

11-

101

℡ 

3
9
6
0-

8
5
3
0

中
台
1
～
3
丁
目(

サ
ン
シ
テ
ィ
除
く)

、
西
台

1
～
4
丁
目
、
若
木
1
～
3
丁
目
、
上
板
橋
1

～
3
丁
目
、
常
盤
台
4
丁
目
、
坂
下
1
～
3
丁

目
、
東
坂
下
1
～
2
丁
目
、
舟
渡
1
～
4
丁
目
、

志
村
3
丁
目
、
相
生
町

山
内
え
り
事
務
所 

大
山
東
町
５
９

－

６ 

℡
３
９
６
２

－

０
１
８
８　

板
橋
１
～
4
丁
目
、
大
山
町
、
大
山
金
井
町
、

熊
野
町
、
中
丸
町
、
南
町
、
大
山
東
町
、
大
山
西

町
、幸
町
、
加
賀
1
～
2
丁
目

日本共産党板橋区議会議員団 　板橋区板橋 2-66-1　℡ 3579-2717

小茂根事務所　小茂根２-２７-11 ℡ 3974-2405  大谷口１～２丁目、大谷口北町、大谷口上町、小茂根１～５丁目、向原１～３丁目、東山町、東新町１～２丁目、桜川１～３丁目

配な方等は対象となります。
申し�込み先　　　
住所地を担当する「おとしより相談セ
ンター」

申し込み方法　　
申請書を「おとしより相談センター」
に提出する。

申し込み内容　　
住所、氏名、生年月日、電話番号、
要介護度（未申請含む）、ケアマネー
ジャー情報（有の場合）、緊急連絡先（2
人まで）、医療情報（医療機関・病名）
等

費用　　無料
※�キーホルダーはその場で配布しま
す。
※�個人情報保護のため、キーホルダー

高齢者見守りキーホルダー

6
月
9
日
に
行
わ
れ
た
都

市
建
設
委
員
会
で
、
成
増
1
丁

目
の
住
民
か
ら
出
さ
れ
た
「
成

増
小
学
校
の
付
近
に
西
武
バ
ス

の
停
留
所
の
設
置
を
求
め
る
陳

情
」
が
審
議
さ
れ
、
全
会
派
一

致
で
採
択
に
な
り
ま
し
た
。

成
増
1
丁
目
及
び
赤
塚
新
町

3
丁
目
の
住
民
は
、
バ
ス
に
乗

る
の
に
、
成
増
駅
に
行
く
か
、

次
の
「
旭
町
都
営
住
宅
前
」
の

バ
ス
停
に
行
か
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
間
8
0
0
ｍ

は
ど
ち
ら
に
行
く
に
も
上
り
坂

で
、
特
に
高
齢

者
に
と
っ
て
は

大
き
な
負
担
に

な
っ
て
い
ま
す
。

中
間
地
点
の
成

増
小
学
校
付
近

に
バ
ス
停
を
設

置
し
て
ほ
し
い

と
い
う
要
求
は
、

2
0
1
4
年
に

日
本
共
産
党
区

議
団
が
議
会
で

取
り
上
げ
要
望

す
る
な
ど
長
年

の
住
民
要
求
で

し
た
。

委
員
会
審
議

で
は
、
区
と
し

て
の
西
武
バ
ス

へ
の
要
望
は
電
話
で
し
か
行
わ

れ
て
い
な
い
こ
と
も
明
ら
か
に

な
り
、
多
く
の
委
員
か
ら
、
区

や
区
議
会
と
し
て
も
、
も
っ
と

強
い
姿
勢
で
要
請
す
る
こ
と
が

必
要
と
の
意
見
が
相
次
ぎ
ま
し

た
。
陳
情
に
は
1
5
4
筆
の

署
名
も
添
え
ら
れ
ま
し
た
。

陳
情
の
採
択
を
受
け
て
、
地

元
の
吉
田
豊
明
区
議
は
「
陳
情

採
択
は
第
一
歩
で
す
。
実
現
に

向
け
て
が
ん
ば
り
ま
す
」
と

語
っ
て
い
ま
す
。

成
増
小
学
校
付
近
に
バ
ス
停

設
置
を
求
め
る
陳
情
が
全
会
派
一
致
で
採
択

本体には、登録番号とおとしより相
談センターの電話番号のみが記載
され、個人情報は記載されません。
※�サイズ　　縦 24 ㎜×横 65.5 ㎜
×厚さ4㎜

高齢者見守りキーホルダー

視察する陳情者と吉田区議


